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研究成果の概要（和文）：「長編小説」の枠からはみ出し、最終的には、掌大の紙片数百枚に鉛

筆書きの極小文字で書きつけられるまでに至るローベルト・ヴァルザーの散文作品は、現代ド

イツ語文学屈指の、高度な複雑性を抱えた、過激な文学実験となっている。本研究においては、

ヴァルザーのテクストに潜在している批評可能性を、英・仏・日本語の翻訳テクストの比較分

析、諸言語への翻訳者との討論、さらには、これまで未邦訳であった作品の日本語への翻訳実

践を通じて明らかにしている。 
 
研究成果の概要（英文）：Robert Walser’s prose beginning with short compositions of a 
fictional naïf schoolboy, culminating with three novels in Berlin and ending with tiny, 
densely pencil-jotted posthumous manuscripts is regarded as one of the most complicated 
and radical writings in the modern German literature. In this study we shed light on the 
critical potential of his text by comparative analysis of its English, French and Japanese 
translations, through discussions with translators in various languages, and in the 
translation practice into Japanese. 
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ター（Centre de Traduction Littéraire 

Université de Lausanne）の企画する翻訳を

めぐるさまざまな講演会を聴講し、ドイツ語

圏、フランス語圏における「翻訳」をめぐる

学術的研究および知的関心について詳しく

知ることができた。その中で、得た問題意識

は以下のようなものである。（１）日本にお

ける「翻訳」の学問的・社会的位置づけの特

殊性については歴史的背景をふまえた反省

が必要であること、（２）分析対象をほぼ欧

米言語間における翻訳に限っている限りで

の「翻訳学(Translation Studies/ 

Übersetzungswissenschaft/Traductologie)」

は表向きの開放性の背後でむしろ「ヨーロッ

パ的自意識」を強化するものとして機能しか

ねないある種の「偏り」を見せており、この

点において、他の文化圏からの批評を必要と

していること、（３）以上の２つの問題点に

ついては、日本語のみならずヨーロッパ言語

による言語化・論理化が必要であり、学術論

文およびシンポジウムなどでの討議を通じ

て、翻訳論の地平は拡大されなければならな

いこと、（４）抽象的な文化論、他者論に終

始しがちである従来の翻訳論の陥穽を避け

るために、議論は翻訳に対して強い抵抗を示

す具体的な文学テクストに即して行われる

べきであること、（５）翻訳についての議論

と翻訳実践における試みを生産的に架橋す

ること。 

こうした問題意識に基づいて、本研究の準

備段階として、（１）2002 年にはスイスのツ

ーク市主催翻訳者会議「ローベルト・ヴァル

ザ ー を 翻 訳 す る 」（ Zuger Übersetzer 

Gespräche “Robert Walser Übersetzen“）お

よび（２）チューリヒ文学館における「外国

におけるローベルト・ヴァルザー (Robert 

Walser in der Fremde)」に、（３）2006 年に

はスイス、チューリヒ大学におけるシンポジ

ウム「ローベルト・ヴァルザーを翻訳する」

にパネラーとして参加し、英、仏、伊、西、

ポーランド語翻訳者とヴァルザー後期散文

の特殊性とその翻訳可能性／不可能性につ

いて議論した。（４）また勤務校から 2004 年

度には「日本から見た翻訳論－ロ－ベルト・

ヴァルザ－研究を出発点として」、（５）2005

年度には「翻訳から見た国際関係」、また（６）

2006 年度には「日本の文脈における

Translation Studies の可能性」の研究課題の

下に特別研究費を受け、ヨーロッパにおいて

形成されてきた「翻訳論」の歴史、日本にお

ける「翻訳をめぐる思考」の特殊性について

調査研究した。その成果は論文の形では、

（７）『「はじめて書きつけた慣れない手つき

の文字」に出会うための散歩――ローベル

ト・ヴァルザーの散歩論』（『ドイツ文学』116

号、2004 年）、（８）『「イメージ」、「意味」、

「物語」の／に抗する、レトリックを翻訳す

る た め に ― Ｒ ・ ヴ ァ ル ザ ー 『 白 雪 姫

(Schneewittchen)』の英・仏・日本語翻訳比

較―』(『津田塾大学紀要』第 38 号、2006

年)などにまとめた。 

 
２．研究の目的 
上記の研究背景をふまえ、本研究において

は、ドイツ語散文として特異なまでに複雑性

を増したものとなっており、いまだ十分に評

価の定まっていない後期ヴァルザーの散文

に潜在している批評的可能性について、英・

仏・日本語訳の翻訳分析を通じたアプローチ

を行う。 

具体的には、『ローベルト・ヴァルザー全

集 17,18,19,20 巻』(Suhrkamp 社、1986 年)

および『鉛筆書きの領域から (Aus dem 

Bleistiftgebiet)』（全 6 巻、Suhrkamp 社、

2003 年）に所収されている散文作品の原文

および英、仏訳（加えて研究代表者自身が研



究分担者とともに進めている日本語訳の草

稿）を比較分析することを通じて、中期から

後期にかけて過激な形で「散漫化」していく

中で「長編小説(Roman)」の枠からはみ出し、

ついには、掌大の紙片数百枚に鉛筆書きの極

小文字で書きつけられるという極限的な存

在形態に至るヴァルザーの散文が潜在的に

有している批評可能性は、翻訳を通じてこそ、

とりわけ、日本語のような親縁性の低い「遠

い」言語への翻訳においてこそ、顕在的にな

りうるという点を明らかにする。 

一方、このような特異な形式を持つテクス

トの翻訳作業の現場においては――とりわ

け原文の文体までをも写そうと試みる逐語

的翻訳作業の現場においては――翻訳先の

言語自身が強烈に揺り動かされる。その震撼

を通じて、漢字文化圏の周縁において成立し、

明治期以降、西洋諸語の翻訳の影響も受けつ

つ現在の形となってきた「日本語」にいかな

る表象可能性が含まれているか、また、「欧

文脈」的影響を強く受けた「近代日本語」の

標準的文体が、いかなる方向に向けて問い直

されねばならないか、についても新たな知見

が得られるはずである。 
 
３．研究の方法 

作業全体としては、各国語圏における翻訳

論の最新の成果をフォローする一方で、ヴァ

ルザーの中期の散文作品『散歩（ Der 

Spaziergang）』から後期長編小説 『盗賊(Der 

Räuber)』にかけて先鋭化してくる「散漫化」

の運動（＝「主題化」、「物語化」、「イメージ

化」によりいっそう抵抗する方向に展開して

いく散文の運動）が、英、仏訳においていか

なる形で、抑圧され、あるいは救い出されて

いるかを分析し、それを日本語に写そうとす

るとき、いかなる形の日本語の文体を要求す

るのかを明らかにする。 

基本的に、研究代表者は日本語母語者とし

て日本語訳文についての見解を述べ、研究分

担者はドイツ語母語者としてドイツ語原文

そのものについての見解を述べることから

作業を始めるが、前者がドイツ文学を専門領

域とし、後者が日本近代文学研究者でもある

ことにより、これまでの経験からしても、そ

の役割は転倒し、むしろ、日本語を母語とす

る側がドイツ語原文についてあらたな読解

可能性を見出し、ドイツ語を母語とする側が

予想を超えた翻訳可能性を示唆するという

事態が起こることが予想される。英・仏訳は

そのプロセスにおいて、新たな読解可能性、

翻訳可能性の妥当性、独自性を位置づけるた

めのきわめて有益な手がかりとなる。 

以上のように、本研究の独自性は、研究の

プロセスにおいて、ドイツ語、日本語のそれ

ぞれを母語としながら、いずれの言語にも精

通している二人の研究者が、さらに読解可能

な言語をも参照しつつ、強烈な個性を持つテ

クストの細部をめぐって、密接なコミュニケ

ーションを継続してゆく点にある。 

また、本研究の成果は、学術論文のみなら

ず、ヨーロッパにおける国際学会における学

会発表、さらには翻訳実践の形で発表する。 

 
４．研究成果 

 研究代表者、研究分担者の間での緊密な対

話を続けつつ、研究代表者は 2007 年度およ

び 2008 年度には、ヴァルザーの後期散文作

品について各国語翻訳者との間で交わした

議論をふまえた学術論文⑤、⑥、ヴァルザー

の遺稿に遺された未発表長編小説の構造に

ついて分析した論文④を執筆した。研究分担

者は、日本近代文学研究の観点から、日本語

から欧米言語という逆向きの翻訳について

の論考⑧、③などを執筆した。 

共同研究の総決算の年度である 2009 年度

には、研究代表者は、③、②、①の国際学会

発表を行い、英、仏語、蘭語、ヘブライ語、



カタルーニャ語へのＲ・ヴァルザー翻訳者ら

とヴァルザー作品の批評可能性について討

議した。とりわけ、②の英訳者 Susan 

Bernofsky との対談――ヴァルザーの長編小

説 Geschwister Tanner『タンナ―兄弟姉妹』

が（もっともドイツ語に近い言語の一つであ

る）英語と（もっともドイツ語から遠い言語

の一つである）日本語に訳されるときに、そ

れぞれもたらされる新たな読みの可能性が、

いかに相反し、同時にいかに補完し合うもの

であるかを討議した対談――はきわめて有

意義なものであり、これらの活動を通じて、

スイスにおいてもヴァルザーの日本語訳が

もたらす新たな可能性についての理解が得

られた結果、2010 年から 2012 年にかけて、

研究代表者新本および研究分担者ヒンター

エーダー＝エムデ・フランツを中心とした翻

訳出版プロジェクト『ローベルト・ヴァルザ

ー作品集』（全 5巻、鳥影社）に対して、ス

イスの文化財団 Pro Helvetia より財政支援

が得られることとなった。2010 年５月現在、

校正作業中の第 1巻『タンナ―兄弟姉妹』は、

2010 年７月に刊行予定である。この作品の解

釈可能性については、研究代表者が論文①に

おいて詳細に論じている。さらに研究分担者

が論文②において新たな可能性を秘めた翻

訳論として紹介している書物 Peter Utz: 

Anders gesagt–autrement dit–in other  

words.(2007)についても、研究代表者による

日本語訳が現在すすめられており――残念

ながら研究プロジェクト期間に完成できな

かったものの――2011 年に、鳥影社より刊行

予定となっている。 

さらに、こうした議論と並行して、日本近

代文学に潜在する可能性を翻訳の視点から

明らかにしてゆく作業を続けるために、研究

分担者は、博士論文以来の関係テーマである

夏目漱石作品のドイツ語訳の可能性につい

て学会発表⑥、⑤、④を行い、研究代表者は、

ヨーロッパ文学における「自然主義」、「自己

表象」という理念が日本に「輸入された」際

に生じた翻訳上のねじれの問題について学

会発表③を行った。 
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